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毎年のように発生する浸水被害、新たに発生した土砂災害の現状を踏まえ、防災・減
災対策の充実強化を目指し、適切な避難行動を促す防災情報の収集と発信の強化
を図る。また、災害備蓄品の充実等による避難所環境の整備、地域防災力の向上に

資する人材育成と防災意識の啓発に取り組む。

総合的な危機管理の強化

21

防災対策強化事業 66,688千円

総合防災訓練の実施 2,800千円

土砂災害に関する研修会の実施 239千円
土砂災害の恐れがある地域で防災意識の醸成を図るため、研修会を実施
します。

土砂災害を想定した総合防災訓練を実施します。

防

安心・安全のまち

大規模災害の経験を踏まえ、災害への備えを充実するなど、ハード・ソフト両面での防災
対策に取り組みます。

▶

災害ごみへの対応 8,167千円
災害発生時に、災害ごみの一次仮置場を早急に開設するために必要な施設の改修を行い

ます。
▶

災害ごみ一次仮置場候補地施設改修 8,167千円
仮置場候補地として選定した公園やグラウンド等に、災害ごみの対応に必要な大型車両が進入できるよう、
施設の改修を行います。
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生活環境の向上

22

上津クリーンセンター更新事業 249,307千円
令和10年10月の稼働開始に向け、次期施設の設計や本体工事の準備工事等を行い
ます。

▶

次期施設整備等 100,000千円

工事用仮設道路等整備工事 93,727千円

R6～R9
設計・施工

R10
施設稼働

現在の上津クリーンセンター

安心・安全のまち
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安心・安全のまち
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合併処理浄化槽設置費助成
公共下水道整備区域の縮小に伴い、下水道区域から浄化槽区域に移行する区域への浄
化槽設置に関する補助を拡充します。

48,597千円
▶

合併処理浄化槽設置整備補助金 44,334千円

生活環境の向上

浄化槽移行区域については、単独浄化槽や汲取り便槽から合併浄化槽へ付け替える場合、
補助額を拡充します。

補助金の見直し例 （千円）

算定人槽
区分

現行

５人槽 332

７人槽 414

10人槽 548

Ｒ６(案）

626

780

1,033
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脱炭素・循環型社会の構築
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2050年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにするという目標に向けて、事業者や市民
の脱炭素の取り組みを進めます。

▶

公共施設太陽光発電設備等導入事業 99,555千円
市有施設のうち避難所機能を有する施設等へ太陽光発電・ 蓄電池を設置します。

ゼロカーボンシティ久留米形成事業 102,860千円

ZEH化推進事業補助金 2,000千円

安心・安全のまち

ZEHとは
「Net Zero Energy House」の略称。高い断熱性能や省エネルギー
機器と太陽光発電システム等を用いて、正味のエネルギー収支ゼロ以
下を目指す住宅のこと。


